
○ 「学びの多様化学校」は、COCOLOプランに基づき、早期に全ての都道府県・指定都市に、将来的には分教室型も含め、全国に300校の
設置を目指す。

○ 10月17日にとりまとめた「不登校・いじめ緊急対策パッケージ」を踏まえ、学びの多様化学校の事例の紹介や設置に係る助言を行うための
全国会議を開催し、設置者同士の交流や設置の促進を図ることを目的とする。

日時：令和５年１２月２２日（金）１３：３０～
開催方式：ハイブリッド開催（会場（定員150名程度）＋オンライン

※事前申し込み制
参加者：①学びの多様化学校関係者、都道府県・指定都市教育委員会、市区町村教育委員会、希望

する学校法人、株式会社立学校の設置者
②その他、保護者など希望する者（YouTubeの同時配信による視聴）

プログラム（案）
第１部 講演 （13:30～15:40）

・行政説明
・学びの多様化学校マイスタープレゼン 黒沢委員
・事例紹介 西濃学園、宮城県白石市、東京都大田区
・設置検討自治体発表 神奈川県鎌倉市

第２部 パネルディスカッション （15:45～16:35）（※） 岡田委員、黒沢委員、調布市、鎌倉市、高山市
テーマ：～学びの多様化学校を中心とした不登校対策の可能性～

・学びの多様化学校の設置によるメリット
・学びの多様化学校と関係機関の連携の在り方
・学びの多様化学校の設置において困難だった点と乗り越えた方法
・学びの多様化学校を活用した不登校対策の推進と国に望むこと
・補助事業を活用するメリット（鎌倉市と高山市） 等

※第２部終了後、一旦閉会とし、希望者のみ第3部に参加する

第３部 個別相談会（16:50～17:40） 黒沢委員、加納委員、岡田委員、井上委員、調布市、大田区、文科省
（学びの多様化学校マイスターや学びの多様化学校設置者に対して個別の相談）

 （対面の参加者及びZoom参加者に対する個別相談会を実施）

「学びの多様化学校」設置促進フォーラム

学びの多様化学校設置促進フォーラム（概要）



○ 「学びの多様化学校」は、COCOLOプランに基づき、早期に全ての都道府県・指定都市に、将来的には分教室型も含め、全国に300校の
設置を目指す。

○ 10月17日にとりまとめた「不登校・いじめ緊急対策パッケージ」を踏まえ、学びの多様化学校の事例の紹介や設置に係る助言を行うために
学びの多様化学校の有識者を「学びの多様化学校マイスター」を委嘱し、設置を検討している自治体に対して派遣する。

制度概要：学びの多様化学校の設置を検討する自治体、学校法人等が様々な課題について相談や助言を受けられるよ
う、学びの多様化学校の設置や運営経験のある校長や、不登校児童生徒への支援に知見を有する有識者を
「学びの多様化学校マイスター」として任命し派遣すること等を行うこととしている。

令和５年度 受付期間：令和５年１２月１日～令和５年１２月２５日
令和５年度 派遣期間：令和６年 １月９日～令和６年 ２月２９日

派遣方法：学びの多様化学校が設置（設置の検討）されている教育委員会、学校法人等が文部科学省に申請

派遣内容：学びの多様化学校の設置を検討している、または設置したが運営に課題を抱える教育委員会等に対する研修
・説明会の実施やマイスターから指導・助言等を行う。

費用負担：マイスターの派遣に係る謝金及び旅費は、文部科学省が負担

学びの多様化学校マイスター

学びの多様化学校マイスター

学びの多様化学校マイスター紹介
○ 井上博詞（学校法人平島学園こじか幼稚園園長（2021.4～2023.3岐阜市立草潤中学校校長））
○ 岡田敏之（基礎教育保障学会 会長（2012.4～2015.3京都市立洛友中学校長））
○ 加納博明（学校法人西濃学園 西濃学園中学校 高等学校 学園長 兼 中学校長）
○ 黒沢正明（八王子市立高尾山学園校長）
○ 蓮田亮大（学校法人星槎・学校法人国際学園 副理事長）
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